
グリーンケミカル株式会社の事業計画の変更 (『きのこや通信 111 号』の補足)

Ｈ20 市予算要求
( Ｈ １ ９ ， １ ２

月)

20 年事業計画提出
( Ｈ ２ ０ ， ２

月)

2０年 1０月６日
交付申

請

22 年１月１３日
計画変更申

請

２２年１１月１０日
計 画 変 更

申請

エタノール     1,000ｋｌ/年    500kl/年        0 ｋｌ        0 ｋｌ        0 ｋｌ

排ガス浄化溶液     1,500ｋｌ/年    7５0ｋｌ/年    720ｋｌ/年      720ｋｌ/年 ※② 1,980ℓ/年

リグニン 5,000t /年 2,500t/年   1,080t/年 ※① 1,320t/年 ※③ 3,000ｔ/年

セルロース系炭素         ０ ｔ      0 t          420t/年       2１0t/年         0 ｔ

原料(間伐材など)    30000ｔ/年    15000ｔ/年     7200ｔ/年     7200ｔ/年    7200ｔ/年

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

１
月
19
日
の
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
で
、
23
年
度
か
ら
の

国
保
税
の
引
き
上
げ
が
、
賛
成
多

数
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
国
保
税

率
改
正
の
条
例
案
が
、
３
月
議
会

に
提
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
が
可
決
さ
れ
る
と
、

被
保
険
者
１
万
４
３
８
人
（
６
千

３
５
０
世
帯)

で
、
１
億
円
余
り
の

負
担
増
に
な
り
ま
す
。
被
保
険
者

一
人
あ
た
り
の
保
険
税
は
、
６
万

９
千
５
６
円
か
ら
７
万
８
千
９

６
３
円
へ
と
９
千
６
３
８
円
の

引
き
上
げ
。
一
世
帯
当
た
り
で

は
、
１
１
万
３
千
５
１
２
円
か
ら

１
２
万
９
千
３
５
５
円
と
な
り
、

１
万
５
千
８
４
３
円
の
引
き
上

げ
で
す
。
今
で
も
収
入
に
比
較
し

て
重
す
ぎ
る
負
担
が
、
さ
ら
に

14
％
も
増
え
る
こ
と
は
到
底
納

得
で
き
ま
せ
ん
。

国
庫
負
担
率
は
１
９
８
４
年

の
49
・
８
％
か
ら
２
０
０
８
年
に

は
24
・
１
％
と
半
分
に
減
ら
さ

れ
、
同
時
期
に
被
保
険
者
一
人
あ
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た
り
の
保
険
税
は
、
全
国
平
均
で
３
万

９
千
０
２
０
円
か
ら
９
万
６
２
５
円
と

急
増
し
て
い
ま
す
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
も
あ
っ
た
国
庫
負
担
の
引
き

上
げ
を
国
に
強
く
要
求
し
実
現
す
る
と

と
も
に
、
市
独
自
の
努
力
も
求
め
て
、

こ
れ
だ
け
の
負
担
増
は
何
と
し
て
も
止

※① 木粉７２０ｔ と リグニン類 600ｔの合計。  糖化処理量の半減とセルロース系炭素の製造方法の工程見直し、木粉の追加など。

※② 1,980ℓは桧の樹液抽出油。 ここから出来る製品は排ガス浄化液(ＢＣＬ)200ℓ・抗菌液 9000ℓ・ペット用 4000ℓ・アロ

マ 550ℓとのこと。

※③ 3000ｔ/年はすべて木粉。これで生産量のほとんどは木粉ということに。糖化・発酵設備の削減。

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
上
げ
で
１
億
円
の
負
担
増
！

リグニン  
セルロース系炭素

木
粉
等

微
粉
砕

木
質

バ
イ
オ
マ
ス

当初の計画

最終変更後の姿

製
造
過
程
の変更図

め
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
誰
で
も
ど
こ
で

も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民

皆
保
険
制
度
、
必
要
な
の
は
さ
ら
な
る
充

実
で
す
。
こ
れ
以
上
の
後
退
は
許
せ
ま
せ

ん
。
流
れ
を
変
え
る
の
は
国
民
・
市
民
の

力
で
す
。

グリーンケミカル株式会社の

事業計画の変更

結局ほとんどが木粉に

庄原市条
例改正案

バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル

蒸
留

発
酵

糖
化

微
粉
砕

排
ガ
ス

浄
化
液

木
質

バ
イ
オ
マ
ス



工
業
団
地
内
に
排
ガ
ス
浄
化
液(

Ｂ

Ｃ
Ｌ)

や
実
証
実
験
の
結
果
を
生
か

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

製
造
工
場
の
立
地
・
操
業
を
推
進
す

る
こ
と
を
明
記
。

《
コ
メ
ン
ト
》

19
年
３
月
に
協
定

を
結
び
、
翌
年
に
製
造
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
を
最
初
か
ら
約
束
。
こ
れ

で
は
、
実
証
実
験
の
成
果
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
ジ
ュ

オ
ン
が
共
同
研
究
し
た
産
業
技
術
総

合
研
究
所
中
国
セ
ン
タ
ー
も
平
成

20
年
か
ら
３
年
間
、
実
証
プ
ラ
ン
ト

で
検
討
を
重
ね
、
23
年
度
か
ら
実
用

化
プ
ラ
ン
ト
の
検
討
を
開
始
す
る
と

し
て
い
る
の
に
。

け
る
三
番
目
の
貴
重
な
も
の
」
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
「
た
た
ら
原
」
と
い

う
地
名
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
猫

子
地
原
大
池
」
は
、
近
く
の
鉄
井
谷

た
た
ら
の
炉
を
作
る
た
め
の
良
質
の

赤
土
粘
土
が
掘
り
出
さ
れ
た
後
、

用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で

す
。神

社
が
八
社
、
お
寺
お
堂
な
ど
併

せ
て
一
五
カ
所
、
城
跡
が
「
朝
倉
」

「
詰
丸
」
「
貴
船
」
の
三
カ
所
。

明
治
九
年
戸
長
笹
尾
平
兵
衛
に

よ
り
創
立
し
明
治
十
五
年
粟
田
村

公
立
粟
田
西
小
学
校
と
な
る
「
末

木
学
校
」
が
「
粟
田
南
集
会
所
」
の
近

く
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
頭
に
入
れ
て
、
地
域

の
個
性
と
も
い
う
べ
き
地
域
の
魅
力

を
引
き
出
す
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。  

 
 

 

（
な
）

第
一
条(

目
的)
信
頼
関
係
を
も
と

に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
産
業
の
創
出
を

相
互
に
推
進
す
る
。

第
二
条(

エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
実

験
事
業)

実
験
に
必
要
な
工
業
団

地
内
の
土
地
・
建
物
を
市
が
無
償
貸

与
す
る
こ
と
を
明
記
。

第
三
条(

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
に

よ
る
熱
供
給
事
業)

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
ハ
ウ
ス
東
城
に
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ

イ
ラ
ー
に
よ
る
熱
供
給
を
す
る
こ
と

を
規
定
。

第
四
条(

排
ガ
ス
浄
化
液
等
バ
イ
オ

マ
ス
関
連
製
造
事
業)

㈱
ジ
ュ
オ

ン
が
、
平
成
20
年
を
目
途
に
、
庄
原

東
城
温
泉
を
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
粟
田
南
集
会

所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
集
会
所
の
広

間
に
畳
半
畳
ほ
ど
の
大
き
な
「
歴
史

探
訪
図
」
な
る
も
の
が
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
手
書
き
の
地
図
に
、
粟
田
・
竹

森
の
由
緒
名
跡
が
事
細
か
に
紹
介

し
て
あ
り
、
そ
の
数
は
約
六
〇
カ
所

に
及
び
ま
す
。
こ
れ
は
粟
田
・
追
原

の
今
岡
荘
さ
ん
の
作
品
で
す
。
（
平
成

二
年
六
月
作
成
）

こ
の
「
歴
史
探
訪
図
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
粟
田
の
沿
革
が
、
「
比
婆
郡

誌
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
粟
田
村
は
、
も
と
東
庄
に
属
せ
し

粟
田
、
大
飯
庄
に
属
せ
し
竹
森
、
及

び
姑
蘇
庄
に
属
せ
し
森
脇
の
三
村

に
分
れ
、
竹
森
、
森
脇
は
廣
島
藩
主

の
直
領
、
粟
田
は
國
老
上
田
家
の
所

領
た
り
し
が
廃
藩
置
県
後
大
小
区

別
を
経
て
明
治
十
二
年
森
脇
村
は

こ
れ
を
粟
田
村
に
合
せ
、
明
治
二
十

二
年
町
村
制
実
施
に
際
し
粟
田
、

竹
森
を
合
併
、
田
森
村
を
経
て
今

日
に
至
れ
り
」
「
比
婆
郡
誌

大
正

元
年
十
一
月
十
日
発
行 

 

比
婆

郡
役
所
」
。

ま
た
、
「
粟
田
」
と
い
う
名
前
は
ど

こ
か
ら
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

「
粟
田
の
名
は
、
藤
原
道
長
の
兄
、

正
二
位
関
白
左
大
臣
藤
原
道
兼
の

号
を
粟
田
殿
と
称
し
、
粟
田
之
関

白
道
兼
と
名
乗
り
京
都
の
こ
の
一

郷
を
粟
田
口
と
現
在
も
云
う
、
東

山
道
、
東
海
道
に
出
入
り
す
る
要

所
を
領
有
し
て
い
た
、
そ
の
道
兼
の

領
有
す
る
（
荘
園
）
こ
の
地
は
鉄
山

豊
富
に
し
て
吾
が
号
名
を
名
付
け

て
粟
田
と
し
た
か
」と
あ
り
ま
す
。

「
鉄
山
豊
富
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

「
た
た
ら
産
業
」
が
栄
え
て
い
た
こ
と

が
各
所
に
伺
え
ま
す
。
「
鈩
（
た
た

ら
）
跡
」
が
「
保
光
」
「
長
者
山
」
「
鉄

（
か
な
）
井
谷
」
「
野
田
の
は
な
」
の
四

カ
所
。
「
鉄
穴
（
か
ん
な
）
跡
」
が
「
隠

迫
」
「
大
川
落
」
の
二
カ
所
。
そ
れ
に

「
八
ツ
目
鰻
型
炭
窯
跡
」
と
い
っ
て
、

「
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
操

業
し
た
製
鉄
用
炭
窯
跡
と
推
定
さ

れ
る
。
東
北
地
方
か
ら
九
州
地
方

ま
で
広
く
分
布
し
、
岡
山
県
北
部
に

多
い
。
広
島
県
で
は
、
三
良
坂
に
二

つ
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
が
県
下
に
お

《
里
山
に
生
き
る
自
然
と
文
化
を
訪
ね
て
》

粟
田
南
集
会
所
に
あ
る
「
歴
史
探
訪
図
」

「歴史探訪図」

いつも『きのこや通信』をお

読みいただきありがとうござい

ます。「しんぶん赤旗」の日曜版

読者のＡさんが、二人の新しい

購読者を紹介してくださいまし

た。心から感謝しています。ま

だ赤旗新聞を購読していただい

ていない方は、この機会にぜひ

ご購読ください。

日刊紙 ２，９００円（一か月）

日曜版   ８００円（一か月）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
の
推
進
に
関
す
る

庄
原
市
と
㈱
ジ
ュ
オ
ン
の
協
定
書
の
概
要

Ｈ19.３.８

タブーなく真実を伝える

「しんぶん赤旗」
をお読みください


